
佐渡金銀山のユネスコへの推薦を求め

る署名活動が始まりました！

佐渡金銀山の世界遺産登録の早期実現を目

指し、佐渡金銀山世界遺産登録推進県民会議

が新たな取組として、下記のとおり早期の推

薦に向けた署名活動を始めました。

【署名の方法】

〇インターネットによる署名

「佐渡金銀山 金を中心とする佐渡鉱山の

遺産群」（https://www.sado-goldmine.jp）に

アクセスのうえ、「佐渡金銀山のユネスコへの

推薦を求める署名」に必要事項を入力するこ

とで簡単に署名できます。

〇用紙による署名

上記ホームページからダウンロードが可能

です。用紙に記載の提出先へ郵送又はFAXで提

出してください。

お寄せいただいた署名は６月に開催予定の

県民会議総会で、内閣総理大臣への提出時期

を決定します。署名活動は、国内推薦実現ま

で継続します。地元の熱意を政府にアピール

するため署名活動への御協力をお願いします。

平成31年度新潟県立中等教育学校入

学者選抜の実施について

１月12日に県立中等教育学校で平成31年度

入学者選抜が行われました。実施状況につい

ては以下のとおりです。

平均倍率は1.03倍で、２年ぶりに１倍台を

回復しました。今後も中等教育学校の設置の

理念や各校の特色を積極的に発信し、魅力あ

る中等教育学校づくりに取り組んでまいりま

す。

( )＝昨年度
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第829号
平成31年２月１日発行

編集人、発行人
新潟県教育委員会２月号

教 育ニュースライン 県教育に関する最新ニュースをお知らせします。

＜今月号の記事＞ 対象校種
１：教育ニュースライン Ｐ１ 全種
２：幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続を図るスタートカリキュ Ｐ２～５ 小
ラムの編成、実施について

３：学校事務共同実施関係者研修会について Ｐ６～７ 小中
４：新潟県高校生グローバルセミナー Ｐ８ 高
５：平成30年度研修・講座等の実施状況と成果について Ｐ９～10 全種
６：インフォメーション Ｐ11～12 全種>

定員 志願者 志願倍率 合格者

村上中等教育学校
80

(80)

81

(89)

1.01

(1.11)

80

(82)

柏崎翔洋中等教育学校
80

(80)

78

(67)

0.97

(0.83)

78

(65)

燕中等教育学校
80

(80)

104

(88)

1.30

(1.10)

84

(80)

津南中等教育学校
80

(80)

52

(47)

0.65

(0.58)

52

(46)

直江津中等教育学校
120

(120)

164

(152)

1.36

(1.26)

121

(123)

佐渡中等教育学校
80

(80)

60

(51)

0.75

(0.63)

60

(51)

合計
520

(520)

539

(494)

1.03

(0.95)

475

(447)



新しい小学校学習指導要領では、資質・能

力の３つの柱である「知識及び技能の習得」「思

考力、判断力、表現力等の育成」「学びに向か

う力、人間性等の涵養」が示され、各教科等

の教育目標や内容も資質・能力の３つの柱を

踏まえて再整理されています。同時に改訂さ

れた幼稚園教育要領等においても、「知識及び

技能の基礎」「思考力、判断力、表現力等の基

礎」「学びに向かう力、人間性等」の３つの柱

から構成される資質・能力を一体的に育むよ

うに努めることとされ、資質・能力が育まれ

ている幼児の具体的な姿が「幼児期の終わり

までに育ってほしい姿」として示されていま

す。このように幼児期の教育と小学校教育は

縦のつながりで見通せるようになりました。

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

は、新幼稚園教育要領等で、次の10項目で示

されています。

１ 健康な心と体

２ 自立心

３ 協同性

４ 道徳性・規範意識の芽生え

５ 社会生活との関わり

６ 思考力の芽生え

７ 自然との関わり・生命尊重

８ 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚

９ 言葉による伝え合い

10 豊かな感性と表現

※各々の姿の詳細は、新幼稚園教育要領を参照。

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、

様々な活動の中に表れる子どもの様子を具体

的に示したものであって、それぞれの姿を別

個に取り出して指導するためのものではあり

ません。また、「できる・できない」という到

達目標でもありません。園を修了するまで、

子どもたちにどういう資質・能力を身に付け

て欲しいのかを明らかにし、育っている姿を

通して保育の評価をするための目安です。

新幼稚園教育要領等には、保育者と小学校

の教師が「幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿」を共有することで、幼児教育と小学校

教育との接続

や、その後の

指導が円滑に

行われること

を目指すこと

が記されてい

ます。

今回の小学校学習指導要領の改訂では、教

科等や学校段階等間をつなげ、目指す資質・

能力の育成をカリキュラム・マネジメントに

よって実現することを求めています。学校段

階等間の接続については、第１章総則で次の

ように規定されています。

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

を踏まえた指導を工夫することにより、

幼稚園教育要領等に基づく幼児期の教育

を通して育まれた資質・能力を踏まえて

教育活動を実施し、児童が主体的に自己

を発揮しながら学びに向かうことが可能

となるようにすること。

これまでにも、幼児期の教育と小学校教育

の円滑な接続については、生活科がその役割

を果たすことが期待され、平成20年の「小学

校学習指導要領解説生活科編」の中で、カリ

キュラム編成の工夫として、スタートカリキュ

ラムが示されていました。今回の改訂でも、

下記のように生活科が幼児期の教育と小学校

教育との接続を図ることが期待されています。
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幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続を図る
スタートカリキュラムの編成、実施について

義務教育課

【収穫したキーウィを数える園児】
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特に、小学校入学当初においては、幼

児期において自発的な活動としての遊び

を通して育まれてきたことが、各教科に

おける学習に円滑に接続されるよう、生

活科を中心に、合科的・関連的な指導や

弾力的な時間割の設定など、指導の工夫

や指導計画の作成を行うこと。

この規定を受け、低学年の各教科等にも同

様の趣旨が記されています。各小学校では、

幼児期の教育で培われてきた主体性を発揮し

たり、既習経験を生かしたりしながら、入学

した子どもたちが小学校の学びに向かうこと

ができるようにするためのスタートカリキュ

ラムの編成、実施が求められています。

このように、小学校では、スタートカリキュ

ラムを効果的なものにするために、「幼児期の

終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりに

幼児期の学びや育ちの実態を理解したり、保

育者と子どもたちの育ちを共有したりするこ

とが大切です。

遊びや生活を通して総合的に学ぶ幼児期の

教育と、各教科の学習内容を系統的に学ぶ等

の児童期の教育は、内容や方法が大きく異な

ります。そのため、入学当初は幼児期の学び

のスタイルに近い活動と児童期の学びのスタ

イルを織り交ぜながら、子どもの既習経験を

生かし主体的に自己を発揮できる場面を意図

的に作るためのスタートカリキュラムが必要

となります。それらを実現するために、生活

科の学習を中核とした、合科関連的な指導や

弾力的な時間割の運用等の指導の工夫が求め

られます。このことについて、小学校学習指

導要領第１章総則には、次のように規定され

ています。

(2) 授業時数の取扱い

ウ 各学校の時間割については、次の事

項を踏まえ適切に編成するものとする。

(ｲ) 各教科等の特質に応じ、10分から15

分程度の短い時間を活用して特定の教

科等の指導を行う場合において、教師

が、単元や題材など内容や時間のまと

まりを見通した中で、その指導内容の

決定や指導の成果の把握と活用等を責

任をもって行う体制が整備されている

ときは、その時間を当該教科等の年間

授業時数に含めることができること。

(3) 指導計画の作成等に当たっての配慮

事項

エ 児童の実態等を考慮し、指導の効果

を高めるため、児童の発達の段階や指

導内容の関連性等を踏まえつつ、合科

的・関連的な指導を進めること。

このような学習時間の弾力的な運用や生活

科を中心とした合科的・関連的な指導は、遊

びや生活を通して総合的に学ぶ幼児期の教育

に近いものを入学当初の子どもたちに提供す

ることで、育ちや学びの連続性と滑らかな幼

小間の接続を図ろうとするものです。そのた

め、スタートカリキュラムは、個別の教科や

１時間ごとの学習活動だけでなく、子どもた

ちの学校生活全体を対象として各校や児童の

実態に応じて編成され、マネジメントされな

ければなりません。スタートカリキュラム編

成後も、目前の子どもたちに正対しながら常

に改善を図っていく必要があります。

聖籠町立山倉小学校では、蓮潟こども園と

ともに１園が１小に接続する地の利を生かし、

５歳児後半の10月中旬から３月までと小学校

入学１ヶ月を接続のバトンゾーンととらえて、

園小の教員同士が話し合いながら接続期カリ

キュラム(園：アプローチカリキュラム、小：

スタートカリキュラム)を作成しています。接

続期カリキュラムには、幼児教育で身に付け
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たことを生かしながら小学校での教科等の学

びへと円滑にバトンをつなぎ、園・小一体と

なって子どもたちの豊かな育ちを創造したい

という思いを込めています。ここでは、山倉

小学校のスタートカリキュラムの取組の実際

を紹介します。

(1) スタートカリキュラムのねらい

山倉小学校では、次の３点をねらいとして

スタートカリキュラムを編成しています。

＜スタートカリキュラムのねらい＞

〇児童が安心して学校生活が送れる。

・学校生活時程や校舎内の様子、きまり

やルールに慣れるための活動の工夫

〇各教科等の学習へ円滑に接続し、児童

が学習に意欲的に取り組める。

・幼児期の教育との接続を意識した授業

等の工夫

〇学習や生活の基盤となる学級集団をつ

くる。

・新しい先生や友達との出会いを楽しむ

活動の工夫

スタートカリキュラムを編成する目的は、

この時期の発達特性を踏まえながら子どもた

ち一人一人に応じ、安心して自らの学びを広

げていけるような学習環境を提供することで

す。山倉小学校のように、スタートカリキュ

ラムの必要性を明確にすることは、子どもた

ちの実態に眼差しを向け、子どもの発達や学

びを理解することにつながります。

(2) スタートカリキュラムで育てたい子ども像

上記のようなねらいのもと、スタートカリ

キュラムで育てたい子ども像を次のように設

定しています。

＜スタートカリキュラムで育てたい子ども像＞

◇安心して自分を発揮できる子ども

◇新しい学校のルールを受け入れ、みん

なと楽しく過ごせる子ども

◇学習への興味・関心をもち、意欲的に

学習に取り組む子ども

スタートカリキュラムのねらいをもとに、

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」や

保育者との情報交換等で得た子どもたちの実

態を考慮しながら、期待する子どもの姿を考

えます。また、山倉小学校では、保育者とも

意見交換をしながら子ども像を設定していま

す。さらに、教育課程全体を通して学校全体

で育んでいくための子ども像として、全教職

員で共通理解を図っています。保護者に提示

して理解を得ることも考えられます。このよ

うに、スタートカリキュラムは、１学年担任

に任せるのではなく、学校全体で見守ってい

こうとする姿勢が求められます。

(3) 円滑な接続のための留意点

山倉小学校では、スタートカリキュラムの

実施に当たり、円滑な幼小接続のために小学

校で求められるものを｢円滑な接続のための留

意点」として、以下のように明確にしていま

す。

〇こども園での経験や学び、保育者の指

導を参考にする。

〇指導方法として、生活に即した学びの

構成を考える。

〇合科的・関連的な指導の充実を図る。

〇授業時数の適切な割り振りに配慮する。

〇学習環境の工夫を考える。

〇職員全員の理解を得る。

スタートカリキュラムでは、子どもたちの

既習経験や保育者の指導を参考にしながら、

子どもの発達特性を生かしつつ生活に即した

学びを構成していく必要があります。そのた

めには、合科的・関連的な指導や弾力的な時

間割の運用に配慮する必要があります。各教

科等の目標を確認し、より効果的に展開でき

るように、例えば生活科と各教科の関連を示

した単元配列表を作成し、各教科の内容を想

定しながら合科的・関連的な指導の工夫をす

ることで、子どもたちの学習意欲の高まりや

主体性の発揮が期待できます。



(4) 週案への位置付け

山倉小学校では、スタートカリキュラムを

週案に位置付けています(下図)。各校の実情

によりスタートカリキュラムの形式は様々で

すが、山倉小学校が作成したものを一例とし

て、週案での作成時のポイントを示しました。

県教育委員会では、地区別保幼小合同研修

会を毎年実施しています。保幼小の教員が集

まって情報交換ができる場です。開催時には

ぜひ参加していただき、低学年指導やスター

トカリキュラムの作成等にお役立てください。

※参考文献：文部科学省、国立教育政策研究所教育課程研

センター「発達や学びをつなぐスタートカリキュラムスター

トカリキュラム導入・実践の手引き」2018、学事出版
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ポイント１ 「安心」をつくる時間の設定する

一人一人が安心感をもち、新しい人間関係を築

いていくことをねらいとした時間(なかよしタイ

ム)を設定している。子どもたちが安心して生活

できるように、園で親しんできた遊びや活動等を

行う。第１週は１時間目に、第２週は１５分ずつ

に分割するなど、弾力的に時間を運用している。

【山倉小学校のスタートカリキュラム第２週の週案】

ポイント２ 活動を中心とした学習を位置付ける

山倉小学校では、生活科と体育科を中核とし活動

を中心とした学習として、「わくわくタイム」を設定

している。「わくわくタイム」では、友達とルールの

ある活動をしたり、学校に慣れるための活動をした

りしている。子どもたちの生活や実態に即しながら、

子どもたちの思いや願いを実現できるよう学習内容

や単位時間を柔軟に設定しながら活動を行っている。

ポイント４ 具体的な活動を伴う午後の学習
午後は、入学当初のこどもたちの発達特性を考慮し、具

体的な活動の伴う学習活動を行っている。また、本事例の
週案では、子どもの学習に対する期待感を生かし自覚的な
学びにつなぐために、「国語」「音楽」のように教科等の学
びの時間を位置付けている。帰りの会では、「明日また学
校に来たい！」という気持ちを高める活動を設定している。

ポイント３ 他教科との「つながり」を意識する

つながりのある他教科等のねらいを考えながら、合科

的・関連的な指導を行っている。本事例の週案では、道

徳と体育の目標や内容を組み合わせて、活動を中心とし

た学習（わくわくタイム）を行っている。また、引き続

き「さわやか班のならび方」として、体を動かす活動に

つなげている。子どもの生活のつながりを大切に時間割

を設定することで、指導の効果を高めることが期待できる。
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県教育委員会では、学校事務職員の急激な

世代交代が見込まれる状況をふまえ、学校事

務共同実施（以下、共同実施）により、事務

処理体制を整備し、事務処理の精度確保と事

務職員の資質向上を図ってきました。

共同実施要綱では、共同実施の目的を「学

校事務職員が共同で複数校の事務・業務を効

果的・効率的に実施することにより、学校事

務の適正かつ円滑な執行、事務機能の強化及

び事務処理体制の確立を図るとともに学校経

営全般に係る支援を行い、学校教育の充実を

目指す。」としています。これを受けて各市町

村教育委員会では、体制を整備し、共同実施

を推進しています。

県教育委員会では、共同実施の水準維持向

上と、各地域の取組や課題を全県で共有する

ことを目的に、毎年２回、各市町村教育委員

会担当者や共同実施組織構成員、マネジメン

ト推進者等を対象にした研修会を実施してい

ます。

６月13日(水）に県立教育センターにおいて、

第１回学校事務共同実施関係者研修会を開催

しました。

１ 文部科学省委託事業取組報告

平成29年度文部科学省委託事業「学校現場

における業務改善加速事業」の取組概要につ

いて報告しました。当事業では、学校事務の

機能強化による業務改善と多忙化解消アクショ

ンプランの推進により、子どもと向き合う時

間の確保と学校教育の充実を目指します。

２ 実践発表

柏崎市刈羽村小中学校事務共同実施推進協

議会から、教育活動で使用する教材の評価に

よる財務改善の効果的な事例として以下の効

果の発表がありました。

○使用教材の有効性の評価や選定の効率化

○保護者負担の軽減

○学校全体予算の課題の共有、改善

使用教材評価を活用し、事務職員が予算委

員会で課題について提案調整し、教職員が一

緒に考えることにより財務改善が効果的に行

われることが理解されました。

【柏崎市・刈羽村の実践発表】

３ 意見交換

実践発表を踏まえて、財務改善を効果的に

進めるために、財務改善に向けた教材評価の

必要性、取り組む上での課題や共同実施の活

用について意見交換を行いました。

その中では、「教材評価を各学年で評価し、

予算委員会で組織として検討している」、「共

同実施で作成した研修資料を財務研修に活用

している」などの各校の取組例が紹介され、

有意義な話し合いが行われました。

【意見交換】

学校事務共同実施関係者研修会について
義務教育課
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11月20日(火)に県立教育センターにおいて、

第２回学校事務共同実施関係者研修会を開催

しました。

１ 文部科学省委託事業実践発表

「学校現場における業務改善加速事業」の

研究指定市である五泉市と上越市の取組の概

略と成果、課題について共有しました。

五泉市からは、共同実施と連携した事務機

能強化の取組を核として、市教育委員会と全

学校が一体となって推進している業務改善と

教育改善の両面から以下の取組について発表

していただきました。

○プロジェクト活動（財務管理機能の強化、

各種市内統一システムによる効率化）

○マネジメント研修による意識改革

○「広報ごせん」による地域への情報発信

上越市からは、市教育委員会、小中学校校

長会代表、研究指定校の校長、事務職員、総括

事務主幹、共同実施グループ長からなる業務改善

プロジェクトチームを活用した事務機能強化

について以下の取組を発表していただきました。

○教職員のマネジメント力向上と働き方の

意識改革

○研究指定校と共同実施による研究成果の

共有と活用

研究指

定校の一

つである

上越市立

城東中学

校 か ら

は、教員

と協働で

担当する

役割分担の見直し、共同実施グループ内での

標準化フォームの活用をとおした事務機能強

化による業務改善を進めていることや、この

研究指定をきっかけに、全職員が業務改善を

自分事としてとらえ、様々な角度から学校全

体で課題解決に取り組んでいる様子を写真を

交えながら発表していただきました。

【五泉市・上越市の実践発表】

２ 講演

上越教育大学の安藤 知子教授からは、「各

学校における業務改善の促進につながる事務

機能強化を目指す」と題して、各学校の業務

改善を促進する事務機能強化の在り方や共同

実施の役

割など以

下につい

て分かり

やすくお

話しいた

だきまし

た。

○業務改善の考え方

・教育の質向上を目的とし、教職員の労働

環境を保障し、メンタルヘルスを維持す

る。

・教職員が当事者意識を持ち、取組の必要

性を発信する。

・事務機能強化は教育の質改善を支援・補

強する。

○業務改善の自校化

・子どもの反応や学校評価に基づく教育活

動の改善と教職員の動き方を変更する。

・行動を変えるための仕掛け、役割、相互

の仕事の可視性があり、成果のフィード

バックがあることが大切である。

○共同実施の役割

・子どもの実態、教職員の意識に即した業

務改善と個人の力量差を補うための標準

化を目指す。

・学校事務の新たな知識を創出する専門職

の学び合う共同体として機能することを

目指す。

各市町村で、共同実施による事務機能の強

化や事務職員の人材育成を推進しています。

今後も充実した教育活動を展開するために、

教育委員会、共同実施組織及び学校等との連

携を強化し、各学校での業務改善に取り組ん

でいきます。

【講演】
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県教育委員会では、日本人としてのアイデ

ンティティや、日本の文化に対する深い理解

を前提として、豊かな語学力・コミュニケー

ション能力、主体性・積極性、国際理解の精

神等を身に付け、様々な分野で活躍できるグ

ローバル人材の育成を目指しています。

高等学校教育課では、異文化コミュニケー

ション・多文化共生についての理解を深め、

協働して英語で対話、議論することを通して

グローバル社会において主体的に行動しよう

とする態度を育成することを目的として、昨

年度から、新潟県高校生グローバルセミナー

を実施しています。本号では、10月21日と12

月８日の２回にわたって実施されたグローバ

ルセミナーの取組内容を紹介します。

講師として国際大学国際経営学研究科

Mohammed.K.Ahmed特任教授を迎え、アル

ゼンチン、デンマーク、ジンバブエ、インド

など、異なる10か国出身の同大学の留学生11

人がファシリテーターを務めました。高校生

は、16校から36人が参加しました。４、５人

のグループそれぞれに留学生が入り、活動は

すべて英語で行われました。

１ セミナー１日目

参加者はウォームアップの後、Ahmed教授

による異文化理解についての講義を受けまし

た。そこでは、異なる文化と接したときに人

々はそれをどのように捉えるのか、具体的に

どのような異文化間の認識の違いが生じるの

かなどを学びました。講義と並行して、参加

者は、ファシリテーターを務めた留学生に母

国の慣習などについて質問を行い、講義をよ

り深く理解することができました。

その後、ファシリテーターを中心にして、

いくつかのキーワードを用いて、即興で起承

転結のあるストーリーをグループで完成させ

るグループワークを行いました。

【グループでの活動の様子】

２ セミナー２日目

１回目のセミナーで得た知識や自分で調べ

た情報を基に、ファシリテーターからアドバ

イスを受けながら世界の国々の文化や慣習に

ついてグループごとにまとめて、その後、発

表を行いました。発表においてはAhmed教授

から一人一人に対して丁寧にフィードバック

が行われるとともに、参加者から質疑応答が

活発に行われ、異なる文化についての知識を

共有し、世界の文化的多様性を認識すること

ができました。

【発表の様子】

参加者は、他の国の人の文化や考え方を知

ることによって、自国の良さを知ることやよ

り良いコミュニケーションを図ることができ

ることを実感していました。英語を使い、主

体的に様々な人と協力して物事に取り組むこ

とをとおして、生徒がこれからの社会で活躍

することを期待しています。

新潟県高校生グローバルセミナーについて
高等学校教育課
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県教育委員会では、平成29年12月に新潟県

教員等育成指標を策定し、本県の教員に必要

と考える資質・能力をキャリアステージに応

じて明確にしました。

県立教育センターでは、４月から当該指標

に基づいて研修・講座を実施しています。今

号では、３つの研修・講座の実施状況を紹介

します。

１ 中堅教諭等資質向上研修「学習指導研修」

（小・中・特・高合同開催）

新潟県教員等育成指標では、教職13年目以

降の教諭、特にミドルリーダーに求めるもの

として、「学校全体の学習上の諸問題を把握し、

教育課程や授業づくりについて、小・中・高

連携の視点をもち、組織的に校内研究を進め

る」ことを挙げています。これを受けて本研

修では、２日間にわたり、校種・教科の異な

る教諭でグループを編成し、「主体的・対話的

で深い学び」の視点からの授業改善を目指し

ました。

(1) 実施状況

研修１日目は、研究授業に向けて授業改善

の構想について話し合い、他校種との連携を

図りました。また、連携の意義や共通の視点

についてより深く理解するために、東京大学

高大接続研究開発センターの飯窪 真也特任助

教より講義をしていただきました。研修２日

目には、１日目の研修に基づいた研究授業を

互いに参観し、児童生徒の学びの姿をもとに

協議をしました。今年度からスタートした、

異なる校種の教員が互いの授業を参観すると

いう取組は、小・中・特・高のつながりを強

めるという視点から有意義なものとなりまし

た。

(2) 成果

受講者は、実際に他校種の教員と協議を行

うことで、連携の意義をより深く理解し、ミ

ドルリーダーとしての資質向上につなげるこ

とができました。

【グループ協議の様子】

２ 小学校外国語実践講座

新学習指導要領では、小学校５・６年生で

は教科としての外国語、小学校３・４年生で

は外国語活動が行われます。本講座は、小学

校における課題を踏まえ、講義、グループ協

議、授業を通して外国語教育の一層の推進と

指導者の育成を図ることを目的に、２日間日

程で開催しました。

(1) 実施状況

① 講義「新学習指導要領を踏まえた授業

づくり」

文部科学省初等中等教育局の直山 木綿

子教科調査官より、移行期間に何をしな

ければならないか、また新教材を使った

効果的な指導等について講義をしていた

だきました。特に、新教材の特色である

Small Talkについては、「なに」「なぜ」「ど

のように」というポイントを演習を交え

ながら確認しました。

② 実践発表・ワークショップ

英語教育推進リーダーからの実践発表

を聞くことや実際に活動を体験すること

で、授業づくりのアイデアを多く知るこ

とができました。また、一般的な課題や

平成30年度研修・講座等の実施状況と成果
について

教育センター
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悩みに対しての具体的な対処法についても考

えることができました。

③ グループ協議

課題に基づいたテーマを設定し、実践

した授業をもとにグループ協議を行いま

した。受講者からは「多くの実践を聞く

ことができとても参考になった。」「本研

修で学んだことを校内研修等で周知し、

全校体制で外国語教育に取り組んでい

く。」などの声が寄せられました。

【実践発表者の授業を実際に体験する様子】

(2) 成果

新学習指導要領の全面実施に向けた課題解

決に取り組み、授業実践を通して指導力の向

上を目指しました。また、グループ協議によ

り、多くの受講者と交流することで、外国語

教育に対するモチベーションの向上を図るこ

とができました。

３ 通級指導担当研修（新任者）

通級指導教室の在籍児童生徒数の増加に伴

い、専門性の高い教員の育成が急務です。そ

のため、小・中・特別支援学校の通級指導担

当教諭と難聴特別支援学級を初めて担任する

教諭に加え、今年度からスタートした言語通

級指導のОＪＴ育成教員と高等学校の通級指

導教室担当教諭も受講対象としました。

(1) 実施状況

通級指導にかかわる教育課程の編成、個別

の指導計画と指導方法などの専門的事項につ

いて、講義と協議を通して通級指導教室を初

めて担当する教員の資質・能力の向上を図り

ました。

① 講義

通級指導担当者と難聴特別支援学級担

当者に分かれ、通級指導教室の経営や難

聴特別支援学級の経営等について、具体

的な書類の書き方や関係機関との連携の

在り方等について学びました。

② 指導者による実践発表

発達障害、難聴、言語障害の３つの通

級種に分かれ、各グループ指導者が用意

した教材の実物や指導場面の映像等を通

して、具体的な指導法について理解を深

めました。

③ 受講者による実践発表

通級種ごとの小グループに分かれ、半

年間の実践を発表し合い、有効な支援を

共有することができました。

【受講者の実践発表の様子】

(2) 成果

小・中・高の具体的な事例を通して、互い

の支援を共有したり、将来を見据えた計画や

指導についての考えを深めたりすることがで

きました。

教員等育成指標では、「学び続ける教員」と

して、教員自らが生涯にわたり、研修やОＪ

Ｔ等を通じて資質・能力の向上を図ることが

求められています。

県立教育センターは、教員研修を始め、実

践力向上研修や要請訪問を通して、学校等へ

の支援も行っています。様々な面で当センター

を御活用ください。
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●県立近代美術館 （長岡市）

改修工事のため休館しています
【2019年８月（予定）まで】

現在、新潟県立近代美術館は改修工事のた
め全面休館しています。

学校団体の鑑賞及び職場体験などは受付で
きませんので、御注意ください。

学校向けの「出前講座」について

休館期間中も、美術の鑑賞に関わる内容を
中心に、学芸員が学校に出向いて授業を行
う「出前講座」を承っています。

今、注目されている「対話型鑑賞」を取り
入れた美術鑑賞の授業や、キャリア教育につ
ながる「学芸員の仕事」の紹介、郷土の作家
に関する話など、内容は御相談に応じます。
また、教員向けの「対話型鑑賞」の研修など
も承ります。

プログラムは、担当の先生と打合せの上、
作成いたしますので、御希望の期日の３ヶ月
前までに電話等で御相談ください。

講師料はいただきませんが、交通費のみ御
負担いただきます。

【「出前講座」連絡先】
新潟県立近代美術館（担当者 宮下）
TEL：0258-28-4112

【近代美術館全景】

※ＨＰで｢学芸日誌｣はじめました。
現在ホームページにて、コラムを連載して

います。主に休館中の活動の様子や美術品の
魅力等について当館職員がリレー方式で紹介
しています。どうぞ御覧ください。

●県立万代島美術館（新潟市）
「創立100周年記念 国画創作協会の全貌展」

大正７(1918)年、京
都の若き日本画家たち
によって国画創作協会
が創立されました。彼
らは既存の日本画の価
値観にとらわれること
なく、個性と創作の自
由を尊重し、生命感あ
ふれる芸術の創造を目
指しました。日本絵画
史上大きな役割を果た
した同協会の全貌を紹
介するこのたびの記念
展では、主要作家の土
田麦僊（佐渡出身）、小野竹喬、村上華岳、野長瀬晩花、
榊原紫峰、入江波光を中心に、約70点の作品が一堂に
会します。新しい日本の絵画を生み出そうとした100年
前の若者たちの挑戦をぜひご覧ください。

図版：榊原紫峰《雪柳白鷺図》1924年

豊橋市美術博物館寄託

○会 期 開催中～２月17日(日)
○休 館 日 ２月12日(火)
○開館時間 午前10時～午後６時

(観覧券の販売は午後５時30分まで)
○観 覧 料 一般1,200円(1,000円)

高校・大学生1,000円(800円)
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が免除

になります。受付で御提示ください。

【関連イベント】
◆作品解説会
○日 時 ２月２日(土) 午後２時～
○会 場 万代島美術館 展示室
○その他 申込み不要・要観覧券

２月18日(月)から３月８日(金)は展示替えのため休館
します。

県立万代島美術館
住所 新潟市中央区万代島５-１ 朱鷺メッセ内
TEL 025-290-6655 万代島ビル５階
URL https://banbi.pref.niigata.lg.jp/



※ PDFファイルでご覧の方は、下線部（Webページﾞアドレス）

をクリックすると、直接該当Webページﾞへジャンプします

ので御活用ください。Webページでも御覧ください。

バックナンバーも御覧になれます。

「教育月報」で検索してください。

(12) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第829号 平成31年２月１日

発行所 新潟県教育庁総務課
所在地 〒950-8570

新潟市中央区新光町４番地１
電 話 025-280-5587 ＦＡＸ 025-285-3766
E-mail ngt500010@pref.niigata.lg.jp
Web版URL http://www.pref.niigata.lg.jp/kyoikusomu/
**本紙に関する御意見がありましたら、お寄せください**
＜無断転載を禁ず＞

●県埋蔵文化財センター（新潟市）
第23回遺跡発掘調査報告会・シンポジ

ウム「白河荘の考古学」を開催します
しらかわのしよう

平成29～30年度に発掘調査を行った遺跡の最新成
果について、発掘担当者が画像を交えて解説します。
また、阿賀野バイパス建設に伴う発掘調査で見つか
った鎌倉～室町時代の遺跡に焦点を当て、シンポジ
ウム「白河荘の考古学」を開催します。

【南魚沼市六日町藤塚遺跡から出土した古墳時代の土器】

○期 日 ３月10日（日）
○時 間 午前10時30分～午後４時
○会 場 県立生涯学習推進センター ホール

（新潟市中央区女池南３丁目１番２号）
○参加費 無料
○内 容 【発掘担当者による調査報告】

村上市上野遺跡（縄文時代後期の集落）
南魚沼市六日町藤塚遺跡（古墳時代中期

～後期の集落・祭祀跡）
柏崎市丘江遺跡Ⅵ（中世の水田跡・弥生

時代後期の集落）
柏崎市丘江遺跡Ⅶ（中世の集落）

【シンポジウム「白河庄の考古学」】
阿賀野バイパスの調査成果
中世奥羽の道とマチ（公益財団法人福島

県文化振興財団 飯村 均 氏）
古文書からみた白河庄（新潟県立歴史博

物館 前嶋 敏 氏）
○定 員 175人

（申込不要・当日定員になり次第締切）
※手話通訳・要約筆記を行います。

「発掘！新潟の遺跡2018展」
第23回遺跡発掘調査報告会で報告する４遺跡の最新

の調査成果と、阿賀野市の鎌倉～室町時代の遺跡につ
いて、出土品とパネルで紹介します。初公開の出土品
多数！

【村上市上野遺跡から出土した縄文時代の土器・石器】

○期 日 ３月５日(火)～３月17日（日）
○時 間 午前９時30分～午後７時（土日は５時まで）
○会 場 新潟県立図書館エントランスホール

（新潟市中央区女池南３丁目１番２号）
○観 覧 無料
○内 容 村上市上野遺跡・南魚沼市六日町藤野遺跡

柏崎市丘江遺跡Ⅵ、柏崎市丘江遺跡Ⅶ、阿賀
野市の鎌倉～室町時代の出土品、パネル展示

県埋蔵文化財センターでは学校向けの教育支援プロ
グラムを用意しています。詳しくは下記ホームページ
を御覧ください。

●県立文書館(新潟市)
第３回歴史講座

「上杉謙信の願文-その特徴と変遷-」
を開催します

講師 木村 康裕 氏(県立新潟江南高校教諭)

願文（がんもん）とは、神仏に対して祈願の意を述
べる文書であり、その願主の個性が端的に反映される
と言われています。今回の講座では「上杉謙信の願文」
に焦点を当て、その特徴と変遷をたどりながら、上杉
謙信の人物像に迫ります。

○日時 ３月２日(土)
午後１時30分～午後３時30分

○会場 県立文書館 ホール
○定員 180名(要事前申込み・参加費無料)

新潟県埋蔵文化財センター
住所 新潟市秋葉区金津93番地１
TEL 0250-25-3981
E-mail niigata@maibun.net
URL http://www.maibun.net

まいぶんちゃん

県立文書館
住所 新潟市中央区女池南３－１－２
TEL 025-284-6011
URL https://www.pref-lib.niigata.niigata.jp/?pa
ge_id=569


